
 

第２学年 総合的な探究の時間 

【地域探究】 

地域探究・平和探究の一環として７月21日に被爆体験伝承講話(修学旅行事前学習)を行いました。」 

被爆体験伝承者の野田さん、コカリナ奏者の葛原さんをお迎えし、修学旅行の事前学習を行いました。

生徒たちは、メモをとりながら野田さんの話を真剣に聞き、被爆樹木から作られたコカリナの演奏に耳を

傾けていました。以下生徒の感想です。 

これまで学校の授業や教科書で原爆の恐ろしさは学んでいましたが、伝承者の方から直接お話を伺い、

とても苦しい思いになりました。当時の被害の様子を聴いていると、もし自分の家族が同じ目に遭ったら

どうなってしまうのかという恐怖も感じました。80年以上が経った今もなお、心や身体の傷、後遺症や

差別に苦しんでいる方がいるということを知り、私たちがこの悲劇を伝えるために、この事実を正しく学

び、次の世代へと語り継いでいくことが大切だと思いました。 

貴重な話を体験させてもらえてよかったです。実際体験していないことですが話を聞いただけでもとて

も苦しい気持ちになりました。当事者の人たちはもっと辛かったのだなと感じましました。今日教わった

ことを後世に繋げていくことがこれから大事になっていくので、今日講話で学んだことを大切にしてこれ

から生活してこうと思います。コカリナは木の透き通った音で耳に直接話しかけているような演奏でし

た。色んな思いが流れる時間でした。 

原爆という言葉は知っていたがどのような原理で、どんな被害があったのかまで詳しくはわからなかっ

たので今回の講話でよく知ることができた。被爆体験をした方の話では、爆心地から800ｍにその方の祖

父の旅館があり、私が想像していたより被害が大きく壮絶な体験をされていて心苦しかったです。コカリ

ナの演奏はとても繊細な音で樹木の妖精の鳴き声のように感じました。広島、長崎の被爆樹が200本くら

い残っているのに驚きました。生命の強さを感じました。この講話を通して学んだことを活かし修学旅行

でしっかり原爆について理解を深めて来ようと思います。 

 

 


